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道 志 村 民 憲 章
私たちの七里は、緑と清流と歴史の郷です。
この地に生きることに誇りをもち、平和な村
を築くため、ここに憲章を定めます。
私たちは
一、自然を愛し平和な村をつくります。
一、生産に励み豊かな村をつくります。
一、伝統を重んじ、教養を高め、文化の村
をつくります。

一、人情といたわりの心を養い、福祉の村
をつくります。

一、明るく健康で、活力ある村をつくります。

『道志小の児童、先生！！全員あつまれ！！』
　　平成 25年度、道志小学校の児童は全員で 87名。
　　元気な笑顔が校庭いっぱいにひろがった（●＾o＾●）

『道志小の児童、先生！！全員あつまれ！！』
　　平成 25年度、道志小学校の児童は全員で 87名。
　　元気な笑顔が校庭いっぱいにひろがった（●＾o＾●）



平成25年５月１日（２）

義務教育最後の３年間を
過ごす中学校に、入学した一
年生は14名。少し大きめで、
真新しい制服に身を包んだ
姿は、ちょっとだけ大人びた
ように見えます。
今日から３年間、勉強と部
活動、学校生活で学ぶこと
は、思い出となり必ず人生の
中で支えとなるでしょう。

入学式おめでとう入学式おめでとう入学式おめでとう

平成25年度  新たな年のスタート！
パワーあふれる、どうしの子どもたち！！

式では２．３年生が歓迎のセレモニーを行い、
先輩の自身に満ちた呼びかけと、きれいな合唱
の歌声に自分たちの目標とする姿を見ました。

緊張した面持ちの一
年生は 18名。ぴっかぴ
かのランドセルを背負
って、保護者の皆さんと
一緒に入学式を迎えま
した。
大きな体育館と広い

校舎、今日から６年間、
道志小学校で学び、多く
の人とふれあい、成長し
て羽ばたく第一歩をふ
みだしました。

平成 25年 4月 3日（水）道志小学校の入学式が
行われました。 ★保育所から小学校へ・・・

平成 25年 4月 3日（水）
道志中学校の入学式が行われました。

★小学校から中学校へ・・・



（３）

平成 25年４月６日（土）道志村保育所入所式が行われました。

入所式では、大きな声であいさつができました！！

子どもたちの元気な声が響きわたる保育所運営に努めます。

職員紹介
所　　長　　山口　　亮
すみれ組　　長田　蘭子
ひまわり組　佐藤　　翼

小宮ゆかり
たんぽぽ組　佐藤　春美
さくら組　　坂　美智子
調理師　　　佐藤　美雪

平成25年度入所児童数

すみれ組 (5 歳児) 8名

ひまわり組 (4 歳児) 13名

たんぽぽ組 (3 歳児) 8名

さくら組 (未満児) 4名

合　計 33名

   平成
25年度  道志村保育所   平成
25年度  道志村保育所   平成
25年度  道志村保育所

平成 25年４月４日（木）道志村学童保育所入所式が行われました。

保育所・学童保育所の入所申請、お問合せは…
住民健康課　児童福祉担当　山口まで ☎５２ー２１１３

   平成
25年度  道志村学童保育所   平成
25年度  道志村学童保育所   平成
25年度  道志村学童保育所

今年の入所児童は26

名です。

馬場つどいの家で自治

会の皆さんのご理解をい

ただき運営します。

小学校から帰ると

子どもたちが
「ただいま」

指導員は
「おかえり」

放課後の子どもたちの

安全を第一に、子どもた

ちが『もうひとつの家』と

思えるような場所づくり

に努めていきます。



平成25年５月１日（４）

道志村は景観計画を策定しています
～ 既に運用している、美しい村づくりに関わるルール等を紹介します ～～ 既に運用している、美しい村づくりに関わるルール等を紹介します ～

道志村は景観計画を策定しています

■景観計画の策定状況

■以前から運用している、美しい村づくりに関わるルール等

今年度も、景観計画の策定を進めてまいりますので、皆様のご協力をお願い致します。

・２月下旬に開催した、道志村景観計画（素案）に関する地域別説明会において、村民の皆様から多
　くのご意見をいただきました。誠にありがとうございました。（概要は広報4月号に掲載）
・現在、皆様からいただいた貴重なご意見を踏まえ、道志村景観計画（原案）作成に向け、検討を進
　めています。

　建築確認申請が不要な建築物でも、建築（新築、増築、改築、移転）をしようとする場合（当該工
事部分の床面積が10㎡以内の場合を除く。）は、建築工事届の提出が必要です。

　次の建築物（①～③のいずれかに該当するもの）を建築等しようとする場合（当該工事部分の床面
積が10㎡以内の場合を除く。）は、建築確認申請が必要です。（下表は概略です。）

用途・構造

・左記の用途に供する部分の床
　面積の合計が100㎡を超える
　もの

・３以上の階数を有するもの
・延べ面積が500㎡を超えるもの
・高さが13mを超えるもの
・軒の高さが9mを超えるもの
・２以上の階数を有するもの
・延べ面積が200㎡を超えるもの

劇場・映画館・演芸場・観覧場・公会堂・集会場等
病院・診療所・ホテル・旅館・共同住宅・寄宿舎・
児童福祉施設等

規　　模 工事種別

・現在、道志村景観計画の策定を進めていますが、道志村には以前から、建築物の新築等の際に、美
　しい村づくりに向けて、守るべきルールがあることをご存知でしょうか。
・今回は、建築基準法に基づく建築確認申請等について、あらためて皆様にお知らせいたします。
・手続き等の詳細は、道志村産業振興課建築住宅担当までお問合せください。
・道志村景観計画は、上記制度とともに、対象物件と周辺景観との調和を誘導する仕組みとして機能
　することになります。

【1】建築確認申請が必要な建築物（建築基準法第6条）

【2】建築工事届の提出が必要な建築物（建築基準法第15条）

　建築物を除却しようとする場合（当該工事部分の床面積が10㎡以内の場合を除く。）は、建築物
除却届の提出が必要です。

【3】建築物除却届の提出が必要な建築物（建築基準法第15条）

　床面積８０㎡以上の建築物の解体／その他の工作物に関する工事（土木工事等）５００万円
【4】建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律に基づく届出が必要な例

【5】道志村開発行為指導要綱に基づく協議が必要な例・・・別荘の建築、井戸の設置
　  開発区域が1000㎡以上の開発の行為

【6】山梨県屋外広告物条例に基づく申請が必要な例・・・看板の設置

学校・体育館・博物館・図書館・スポーツ練習場等

倉庫
自動車車庫・自動車修理工場・テレビスタジオ等

※土砂災害防止法の特別警戒区域（レッドゾーン）内の建築物の建築

百貨店・マーケット・展示場・バー・遊技場・公衆
浴場・飲食店・物販店等

① 

特
殊
建
築
物

② 木造

③ 木造以外

・新築
・増築
・改築
・移転
・大規模
　の修繕
・大規模
　の模様替
・①への
　用途変更
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役場新任職員紹介役場新任職員紹介

産
業
振
興
課

杉
本
 
 
悠
 

こ
の
度
、
道
志
村
役
場
産
業
振

興
課
に
配
属
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
杉
本
悠
と
申
し
ま
す
。
主

に
観
光
と
農
政
を
担
当
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
観
光
面
で
は
道

志
の
良
さ
を
最
大
限
に
引
き
出

し
、
よ
り
多
く
の
人
を
道
志
村
に

呼
び
込
め
る
よ
う
に
努
力
し
、
農

政
面
で
は
農
業
を
し
て
い
る
方
の

力
に
少
し
で
も
な
れ
た
ら
い
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
大
学
生

活
の
４
年
間
は
横
浜
に
い
た
の
で

す
が
、
横
浜
で
も
何
度
も
道
志
の

名
前
を
見
か
け
る
こ
と
も
あ
り
、

や
っ
ぱ
り
道
志
の
力
っ
て
す
ご
い

ん
だ
な
と
思
っ
て
い
て
、
こ
の
度

村
に
帰
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
て

よ
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
時
間
は
か
か
る
と
は
思
い

ま
す
が
、
徐
々
に
道
志
と
横
浜
の

懸
け
橋
と
な
る
こ
と
が
で
き
た
ら

光
栄
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
自
身
、
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
面

も
多
々
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、

道
志
村
の
た
め
に
精
一
杯
頑
張
ろ

う
と
思
う
の
で
、
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

住
民
健
康
課

山
口
か
お
り

こ
の
４
月
に
道
志
村
役
場
の
職

員
と
し
て
採
用
さ
れ
ま
し
た
、
山

口
か
お
り
と
申
し
ま
す
。
住
民
健

康
課
で
国
民
健
康
保
険
を
担
当
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
道
志
村
の

職
員
と
し
て
行
政
に
携
わ
れ
る
こ

と
を
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
３
月
ま
で
二
十
数
年
間
都

留
市
役
所
に
勤
務
し
て
お
り
ま
し

た
。
そ
の
経
験
を
活
か
し
て
業
務

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
七
里

の
里
、
道
志
村
に
嫁
い
で
21
年
に

な
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
な

い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

住
民
の
皆
様
に
教
え
て
い
た
だ
き

な
が
ら
こ
の
村
を
さ
ら
に
魅
力
あ

る
村
に
し
て
い
く
た
め
に
微
力
な

が
ら
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

教
育
委
員
会

池
谷
真
奈
美
 

４
月
か
ら
、
道
志
村
教
育
委
員

会
で
学
校
教
育
を
担
当
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
池
谷

真
奈
美
で
す
。

昨
年
度
ま
で
、
ア
ル
バ
イ
ト
と

し
て
教
育
委
員
会
で
働
か
せ
て
い

た
だ
き
、
村
民
の
方
々
と
接
す
る

機
会
も
あ
り
、
特
に
学
校
の
児
童

生
徒
や
先
生
方
、
保
護
者
の
方
々

と
接
す
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
と
声
を
か
け

て
い
た
だ
き
、
住
民
の
皆
さ
ま
の

あ
た
た
か
さ
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
ん
な
ふ
る
さ
と
道

志
村
で
働
け
る
こ
と
が
と
て
も
嬉

し
い
で
す
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
私
で
す
が
、

道
志
村
の
た
め
村
民
の
皆
様
の
た

め
に
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で

ど
う
か
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。



平成25年５月１日（６）

大
野
 
航
輔
 

４
月
か
ら
赴
任
し
ま
し
た
大
野

航
輔
と
申
し
ま
す
。
道
志
村
に
赴

任
す
る
前
の
職
業
は
、
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
で
し
た
。
道
志
の
湯
へ
の

薪
ボ
イ
ラ
ー
設
置
や
木
の
駅
に
関

す
る
仕
事
に
関
わ
る
中
で
、
道
志

村
の
魅
力
と
可
能
性
を
追
求
し
た

い
と
思
い
、
協
力
隊
に
応
募
し
ま

し
た
。

夢
は
、
山
や
川
の
近
く
に
暮
ら

し
、
地
域
の
資
源
を
自
ら
加
工
し

利
用
す
る
こ
と
を
生
業
と
す
る
こ

と
で
す
。
今
後
の
活
動
が
本
当
に

楽
し
み
で
す
。
林
業
・
農
業
・
狩

猟
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
、

自
然
環
境
を
活
か
し
た
体
験
活
動

な
ど
を
軸
に
、
お
祭
り
や
お
茶
飲

み
会
、
買
物
ツ
ア
ー
な
ど
に
も
積

極
的
に
参
加
し
ま
す
。

み
な
さ
ま
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

中
嶌
 
拓
哉
 

初
め
ま
し
て
！
私
は
、
今
年
３
月

に
都
留
文
科
大
学
を
卒
業
し
、
ご

縁
あ
っ
て
道
志
村
に
移
り
住
み
ま

し
た
。

香
西
 
 
恵
 

今
年
３
月
に
都
留
文
科
大
学
を

卒
業
し
、
道
志
村
に
お
世
話
に
な

る
事
に
な
り
ま
し
た
。

森
づ
く
り
、鹿
の
皮
な
め
し
、畑

に
関
心
が
あ
り
ま
す
。
人
が
手
を

加
え
る
こ
と
で
で
き
る
も
の
や
風

４月１日から３名の協力隊員が道志村の地域おこし活動をします！！

★道志村地域おこし協力隊紹介★

地域おこし協力隊とは、自治体が都市住民を受け入れ
委嘱し、地域協力活動に従事してもらい、併せてその定
住・定着を図りながら、地域の活性化を促すものです。
この事業の経費は総務省から特別交付税として財政支
援を受けることができます。
村では、主に水源教育、農林業体験活動、地域の情報
発信、地域おこし、地域資源を活用する商品開発の支援
活動において、協力隊員を募集しました。
４月１日に委嘱された３名をよろしくお願いします。

突
然
で
す
が
、
私
に
は
道
志
村

に
住
み
な
が
ら
、
や
っ
て
み
た
い

こ
と
が
三
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
目

は
、大
豆
を
育
て
、道
志
村
で
昔
か

ら
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
醤
油
し
ぼ

り
を
や
っ
て
み
る
こ
と
で
す
。
二

つ
目
は
、﹁
木
こ
り
﹂
の
よ
う
に
山

に
入
り
、
木
を
育
て
守
る
よ
う
な

仕
事
を
す
る
こ
と
で
す
。
最
後
に

三
つ
目
は
、
狩
猟
免
許
を
取
得
し

て
猟
を
し
、
野
生
動
物
を
い
た
だ

く
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
私
の
や
っ

て
み
た
い
こ
と
は
、
自
分
だ
け
の

力
で
は
進
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
ど
う

か
皆
様
の
知
恵
や
技
術
を
教
え
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
私
に
と
っ
て
道
志

村
は
、
や
っ
て
み
た
い
こ
と
の
宝

庫
で
す
。
新
生
活
か
ら
ひ
と
月
が

経
ち
ま
す
が
、
楽
し
み
が
尽
き
ま

せ
ん
！

こ
れ
か
ら
、
小
さ
な
お
手
伝
い

か
ら
で
も
皆
様
と
お
近
づ
き
に
な

れ
れ
ば
幸
い
で
す
。
ど
う
ぞ
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

景
、
そ
の
技
や
知
恵
が
気
に
な
り

ま
す
。

山
菜
の
と
れ
る
と
こ
ろ
、
お
い

し
い
食
べ
か
た
、
川
の
遊
び
か
た
、

種
を
蒔
く
時
期
、
方
言
や
地
名
の

こ
と
。

み
な
さ
ま
に
教
え
て
い
た
だ
き

な
が
ら
、
道
志
村
の
こ
と
を
た
く

さ
ん
知
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
い
ろ
い
ろ
な
お
話
を
聞
か
せ

て
く
だ
さ
い
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

地域おこし協力隊とは・・・
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住民福祉
グループ

医療保健
グループ

保 育 所
（☎52－2239）

医科診療所
（☎52－2040）

歯科診療所
（☎52－2155）

産業創造
グループ

水源の郷振興
グループ

教育委員会
事務局

給食センター
（☎52－2685）

課 長 大房 保夫（課の統括・議会事務局長（兼）・監査事務局長）

ＧＬ係長 佐藤 勇樹（グループの統括・法制執務・監査・各種統計・庁舎管理・安協）
係 長 山口 登美（人事・給与・福利厚生・研修・広報・地域おこし協力隊）
主 査 金子 尚章（消防防災・選挙・情報機器・入札契約・広報・防犯灯）

ＧＬ係長 菅谷 克士（グループの統括・政策全般・交通対策・補助金・美しい村・横浜関係）
主 査 佐藤 好起（財政全般・起債・公会計） 

ＧＬ会計管理者（兼）山口 晃司（グループの統括）
主 任 佐藤 徹生（住民税・法人税・固定資産税・軽自動車税・滞納整理機構）
主 事 加藤 文音

会計管理者 山口 晃司（出納事務の統括・公共財産管理・選管書記長（兼））
主 事 半田 貴子（出納事務全般）

次 長 佐藤 英樹（議会事務局）

課 長 山口  亮（課の統括・保育所長（兼）・学童保育所長（兼））

ＧＬ課長補佐 佐藤 太清（グループの統括・高齢者福祉・障害者・社協・民生委員・日赤）
主 査 水越  実（介護保険・人権・保護司・遺族会・動物愛護）
主 事 佐藤 貴博（戸籍・住民記録・後期高齢者・老人医療・国民年金）
保健師 宮下美恵子（介護相談・介護予防教室（運動・口腔）・安心のむらづくり）

ＧＬ主幹 出羽 豊子（グループの統括・住民健診・すこやか医療・予防接種）
係 長 山口かおり（国民健康保険）
主 事 山口 拓也（児童福祉・こども手当・学童保育・にっこりコール）
保健師 伯耆 光代（健康診断・介護相談・つぼみっこ・作品教室）

保育士 長田 蘭子（主任保育士） 
保育士 佐藤 春美（保育士）
保育士 小宮ゆかり（保育士）
保育士 佐藤  翼（保育士）
主 査 佐藤 美雪（調理員）

医 師 山崎 玄蔵（医師・診療所長）
准看護師 佐藤まゆみ（看護師）
准看護師 長田 美紀（看護師）
臨時職員 佐藤 史子（医科診療所事務全般）

歯科医師 水越 三弘（歯科医師・歯科診療所長）
係 長 山口 珠美（歯科診療所事務全般）

課 長 山口 幹夫（課の統括・農業委員会事務局長）
サステな担当課長 諏訪本 栄（サステな事業）

ＧＬ課長（兼）諏訪本 栄（グループの統括・中山間事業・農村防災事業・山振事業）
係 長 山口 俊一（農政全般・農道・用水路・農業委員会）
主 事 佐藤 瑠美（観光政策全般・商工政策全般）
主 事 杉本  悠（庶務・農政・観光・商工関連事務）

ＧＬ課長補佐 佐藤万寿人（グループの統括・地籍調査）
主 査 山口  昇（公営住宅・建築開発関係・景観・除雪・耐震診断）
主 事 谷  直樹（簡易水道事業）
主事補 山口  圭（公共土木・村道・林政全般・林道・エコライフ・バイオマス）
主事補 金子 正太（環境全般・廃棄物処理・浄化槽）

ＧＬ係長 諏訪本英樹（グループの統括・総務）
主 事 山本  信（社会教育（五感のつどい等）・社会体育（体協・スポ少等））
主事補 池谷真奈美（学校教育（小・中学校関係））
臨時職員 山口 直子（社会教育・社会体育）

調理員 佐藤 恵子（調理・配送・屋内プール）
調理員 佐藤 一恵（調理・配送・屋内プール）
調理員 山口  舞（調理・配送・屋内プール）

村
長大

田
 
昌
博

教
育
長

佐
藤
 
光
男

総 務 課

住民健康課

産業振興課

教育委員会

総務・行政
グループ

財政・政策
グループ

税務グループ

出納室

議会事務局

☎52−2111

☎52−2112

☎52−2113

☎52−2114

☎52−1020

道志村役場 職員配置状況 （平成 25年４月１日現在）

ＧＬ＝グループリーダー

村民の皆さまの問合せに、より迅速な対応が出来るよう直通電話をご利用ください。



平成25年５月１日（８）

毎年恒例の村内一斉清掃と消防団による一斉消毒を行います。
日本一の水源の郷を目指し、より快適な環境で生活できますよう、地域の皆さんのご
協力をお願いいたします。

村内一斉清掃・一斉消毒のお知らせ

日  時 平成２５年５月２６日（日） 午前８時より
場  所 各自治会地内
実施内容 国道・県道・農道・河川・水路などの清掃
ごみ処理方法 ・清掃で出たごみは、各地区のごみステーションにごみの

種類ごとに分けて置いてください。業者が回収いたします。

道志村エコライフ促進事業
助成金について

昨今の全国的な地球温暖化防止の取組みも踏まえ、日本一の水源の郷エコライフ
を実現するため、ご家庭でエコライフ施設を購入される方に対して、一定の助成金を
交付しております。
みなさまの積極的なご活用を期待しています。

●助成対象施設
・ 住宅用太陽光発電システム ………………………『上限１０万円』
・ 木質バイオマスストーブ（木質ペレットか薪) …『上限１０万円』
・ 家庭用生ごみ処理機 ………………………………『上限    ２万円』
・ 電気自動車 …………………………………………『上限１０万円』

【問い合わせ先】
道志村役場 産業振興課
☎５２－２１１４

※本年度（平成２５年５月１日以降）購入予定の方のみ

なお、本要綱及び申請書等の様式については、
道志村役場ホームページに公表しています。
詳細については、そちらをご確認ください。

「村民一斉ごみゼロ大作戦」

★当日は小中学生の皆さんも親子クリーンアクションの一環として、清掃活動に積極的
に参加しましょう。

家庭内のごみは、出さないでください（粗大ごみの収集は７月、１１月を
予定しています）。

刈った草等は、勝手に人の土地に捨てないでください。
※ この事業は道志水源基金の助成を受けて実施しています。



（９）

予防接種の制度が変わりました25年４月1日から

●子宮頸がん予防・ヒブ・小児肺炎球菌ワクチンが定期接種になりました
これまで任意接種として費用助成を行ってまいりました子宮頸がん等予防３ワクチン接種

は、平成 25年度から予防接種法に基づく定期接種になりました。村で交付する予診票を使用し
てください。

●長期の疾病等のため定期接種を受けられなかった方が接種できるようになりました
免疫の機能に支障を生じさせる重篤な疾病にかかっていたことなどの特別な事情により定期

接種の機会を逃した方が接種可能となった時から原則 2年間、予防接種を受けることができます。

★次の予防接種は対象期間が限られています
①　4種混合（ジフテリア・百日せき・不活化ポリオ・破傷風）については、15歳

に達するまでの間
②　BCGについては、4歳に達するまでの間
③　Hibワクチン及び小児の肺炎球菌ワクチンについては、10歳に達するまでの間　

● BCGの定期接種の対象者が１歳まで拡大されました
BCG接種の対象期間は 1歳の誕生日の前日までです。
生後５月に達した時から、生後８月に達するまでの期間を標準的な接種期間としています。

●日本脳炎の特例対象者への接種を行います
平成 25年度は　小学 1年生から高校 3年生までのお子様に、計 4回接種のうちの不足分を

接種します
（ただし、4回目は 9歳以上での接種となります）　特例 と記載された予診票を使用してくだ
さい。

●麻しんの第３期・４期予防接種を終了しました
麻しん排除のため、５年間の時限措置として平成 20年度から実施してきました第３期・第４
期（中１及び高３相当）の予防接種を、当初の予定どおり、平成 24年度をもって終了しました。
これからは、１期・２期（１歳と年長）の２回です。

★詳しくは 住民健康課まで ☎５２－２１１３（予防接種担当・保健師）

子宮頸がん
予防ワクチン

種  類 対象年齢 標準年齢 標準接種 その他

小６〜高１

生後２月以上 5歳の
誕生日の前日まで

生後２月以上 5歳の
誕生日の前日まで

中１

初回接種開始は生後
２月〜生後７月に至
るまで

2種類のワクチンか
ら接種するワクチン
を選びます。

開始時期により回数
が異なります

開始時期により回数
が異なります

初回接種開始は生後
２月〜生後７月に至
るまで

３回

初回３回追加１回

初回３回(生後 12月
までに完了)追加１回

ヒブワクチン

小児用肺炎球菌
ワクチン



・月始めには保険証の提出をお願いします。
・５月７日、１６日は健診のため医師不在の時間があります。

５／25
午前中のみ診察

５／13

５／２４／29
昭和の日

４／30
午前：胃カメラ

５／24５／20

５／16
保育所健診

５／14
午前：胃カメラ

５／31 ６／１
午前中のみ診察

５／30５／27

５／15
研修のため休診

５／10

４／28 ５／３
憲法記念日

５／４
みどりの日

５／１
休診

５／９５／５
こどもの日

５／６
振替休日

５／11
午前中のみ診察

５／８
研修のため休診

５／７
小学校健診

５／12 ５／17 ５／18
午前中のみ診察

５／23５／19 ５／22
研修のため休診

５／21
午前：胃カメラ

５／26 ５／29
研修のため休診

５／28
午前：胃カメラ

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

平成25年５月１日（10）

５月の予定

診療所だより

今回はいわゆる「風邪」についてお伝えしましょう。

風邪とは流行性感冒の俗称なのですが、医学的には種々のウイルスがの

ど、鼻などに感染して発症する症状を総称して言います。原因はウイルス

の感染症なのですが現在の医学においても一部を除いてはウイルスに対

する特効薬はありません。いわゆる抗生物質というものは細菌感染症に使

用するものなので風邪には基本的には使用されません。風邪を治す薬はあ

りませんといっても過言ではないのです。

では、どうやって風邪は治るのでしょうか？これは自分自身の免疫力に

よって自然と治癒するのを待つしかないのです。医療機関で処方される風邪の薬といわれるもの

は症状を緩和させるだけなのです。咳がきつければ咳症状を抑える薬、のどが痛いのであればの

どの痛みを和らげる薬を使うわけですね。

つまり風邪を早く治すには家でゆっくり休む、もしくは寝ることです。それが一番なのです。体

を休めることは免疫機構を助けることにつながるのです。しかし、咳がひどくて眠れませんとい

うことがあれば体を休めることも難しいですから、その場合には薬の力をかりて咳を抑えてゆっ

くり寝るのもいいでしょう。

いずれにしても風邪にはかからないことが一番よいのですから日頃から疲れをためこまずに

体調管理に努めることが大事ですね。
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３
月
に
17
名
の
６
年
生
を
送
り
出
し
、

４
月
３
日
に
18
名
の
新
入
生
を
迎
え
ま
し

た
。
在
校
生
や
多
く
の
来
賓
の
方
々
に
祝

福
さ
れ
た
１
年
生
は
、
毎
日
元
気
よ
く
登

校
し
、
勉
強
に
遊
び
に
頑
張
っ
て
て
い
ま

す
。
ま
た
、
新
し
く
加
藤
一
雄
校
長
先
生
、

杉
本
典
子
先
生
、大
友
希
望
先
生
、保
坂
麻

衣
先
生
を
お
迎
え
し
、児
童
数
87
名
、職
員

数
15
名
で
平
成
25
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

４
月
９
日
は
、
１
年
生
に
と
っ
て
初
め

て
の
給
食
で
し
た
。献
立
は
、入
学
を
祝
っ

て
、お
赤
飯
と
鶏
の
唐
揚
げ
で
し
た
。６
年

生
に
配
膳
を
し
て
も
ら
い
、
教
室
で
先
生

も
一
緒
に
輪
に
な
っ
て
机
を
並
べ
、
み
ん

な
で
お
い
し
く
食
べ

ま
し
た
。ま
た
、同
じ

時
間
を
使
っ
て
、
栄

養
教
諭
の
小
幡
先
生

か
ら
給
食
を
お
い
し

く
食
べ
る
た
め
の
注

意
点
を
わ
か
り
や
す

く
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

４
月
17
日

は
、
新
児
童
会

執
行
部
主
催

の
﹁
１
年
生
を

迎
え
る
会
﹂
で

し
た
。
１
年
生

の
元
気
な
自

己
紹
介
の
後
、

﹁
じ
ゃ
ん
け

ん
列
車
﹂
や

﹁
猛
獣
狩
り

に
行
こ
う
よ
﹂

の
ゲ
ー
ム
を
全
校
で
楽
し
く
行
い
ま
し

た
。
そ
の
後
く
す
玉
わ
り
や
６
年
生
か
ら

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
っ
た
１
年
生
は
、
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
道
志
小
の
仲
間
入

り
が
で
き
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
ス
タ
ー
ト

４
月
16
日
は
、
低
学
年
と
高
学
年
の
二

部
構
成
で
、
交
通
安
全
教
室
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

低
学
年
は
、
さ
ち
か
ぜ
号
に
よ
る
道
路

歩
行
の
と
き
の
注
意
点
に
つ
い
て
手
品
や

腹
話
術
の
ケ
ン

ち
ゃ
ん
で
わ
か

り
や
す
く
、楽
し

く
教
え
て
い
た

だ
き
、子
ど
も
た

ち
は
興
味
津
々

の
様
子
で
し
た
。

高
学
年
は
、大

月
警
察
署
の
方
に

自
転
車
の
乗
り
方

に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
、
自
転
車
に

乗
る
時
の
ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
と
守
ら
な

く
て
は
、
法
律
で
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
や
大

き
な
事
故
な
ど
に
繋
が
る
恐
れ
が
あ
る
こ

と
な
ど
詳
し
く
話
し
て
頂
き
、
子
ど
も
た

ち
は
真
剣
に
話
を
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

４
月
23
日
は
、
今
年
度
初
め
て
の
読
み

聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
高
瀬
浩
子
さ
ん

が
今
年
度
も
道
志
小
学
校
に
来
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
高
瀬
さ
ん
は
、
毎
年
、
手
作
り

の
布
絵
本
や
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
を
用
意

し
て
楽
し
く
お
話
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
っ

て
い
ま
す
。
今
年
で
10
年
目
に
入
り
ま
し

た
。
こ
の
日
は
、﹁
ち
い
さ
な
ま
じ
ょ
の
ぼ

う
け
ん
﹂
と
い
う
布
絵
本
を
読
ん
で
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
木
に
お
い
し
そ
う
な
お
や

つ
が
た
く
さ
ん
実
っ
た
り
、
い
も
む
し
が

き
れ
い
な
ち
ょ
う
ち
ょ
に
変
身
し
た
り
、

卵
か
ら
か
わ
い
い
ひ
よ
こ
が
産
ま
れ
た
り

と
、楽
し
い
し
か
け
が
い
っ
ぱ
い
で
、入
学

し
た
ば
か
り
の
１
年
生
も
大
喜
び
で
し

た
。

道
志
小
学
校

学

校

だ

よ

り

第66号

１
年
生
を
迎
え
る
会

初
め
て
の
給
食

交
通
安
全
教
室

手
作
り
絵
本
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
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小中学校 教職員紹介

道
志
小
学
校

着
任
職
員
                    
 
   
︵
前
任
校
︶

校
 
長
 
加
藤
 
一
雄
︵
都
留
市
立
東
桂
小
学
校
︶

教
 
諭
 
杉
本
 
典
子
︵
都
留
市
立
谷
村
第
二
小
学
校
︶

教
 
諭
 
大
友
 
希
望
︵
富
士
吉
田
市
立
下
吉
田
第
二
小
学
校
︶

教
 
諭
 
保
坂
 
麻
衣
︵
甲
府
市
立
池
田
小
学
校
︶

離
任
職
員
                    
 
   
︵
新
任
校
等
︶

校
 
長
 
杉
本
 
昭
次
︵
定
年
退
職
︶

教
 
諭
 
杉
本
 
聡
子
︵
都
留
市
立
禾
生
第
一
小
学
校
︶

教
 
諭
 
五
味
 
加
奈
︵
南
ア
ル
プ
ス
市
立
大
明
小
学
校
︶

教
 
諭
 
梁
瀬
 
彩
子
︵
富
士
吉
田
市
立
下
吉
田
第
二
小
学
校
︶

道
志
中
学
校

着
任
職
員
                    
 
   
︵
前
任
校
︶

校
 
長
 
梶
原
 
正
史
︵
富
士
河
口
湖
町
立
勝
山
中
学
校
︶

教
 
頭
 
渡
邊
 
久
幸
︵
富
士
吉
田
市
立
下
吉
田
東
小
学
校
︶

教
 
諭
 
小
野
さ
ゆ
り
︵
富
士
吉
田
市
立
明
見
中
学
校
︶

教
 
諭
 
小
池
と
し
み
︵
富
士
河
口
湖
町
立
勝
山
中
学
校
︶

教
 
諭
 
藤
原
 
 
聡
︵
西
桂
町
立
西
桂
中
学
校
︶

養
護
教
諭

片
貝
恵
理
子
︵
山
中
湖
村
立
山
中
東
小
学
校
︶

栄
養
教
諭

小
幡
 
友
子
︵
韮
崎
市
立
韮
崎
西
中
学
校
︶

離
任
職
員
                    
 
   
︵
新
任
校
︶

校
 
長
 
志
村
 
恵
治
︵
上
野
原
市
立
島
田
中
学
校
︶

教
 
頭
 
沢
登

守
︵
大
月
市
立
七
保
小
学
校
︶

教
 
諭
 
安
富
 
利
枝
︵
都
留
市
立
都
留
第
二
中
学
校
︶

教
 
諭
 
杉
本
 
賢
二
︵
富
士
・
東
部
教
育
事
務
所
︶

教
 
諭
 
仲
田
 
真
衣
︵
韮
崎
市
立
韮
崎
西
中
学
校
︶

養
護
教
諭

渡
邉
 
文
香
︵
都
留
市
立
都
留
第
一
中
学
校
︶

栄
養
職
員

守
屋
 
愛
子
︵
中
央
市
立
豊
富
小
学
校
︶

栄
養
教
諭

小
幡
友
子

村
担
・
２
年
副
担
任

出
羽
幸
世

養
護
教
諭

片
見
恵
理
子

事
務
職
員

森
本
彩
乃

Ａ
Ｌ
Ｔ

ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
タ
イ
ト

３
年
担
任

堀
内
仁
嗣

１
年
担
任

藤
原
 
聡

１
年
主
任

小
野
さ
ゆ
り

３
年
主
任

天
野
理
枝

道志中学校道志中学校道志中学校道志中学校道志中学校

２
年
担
任

若
松
や
よ
い

１
年
担
任

杉
本
典
子

養
護
教
諭

小
俣
あ
ゆ
み

事
務
主
査

渡
辺
徳
子

村
担
教
諭

上
嶋
佳
子

司
書

山
口
直
子

３
年
担
任

保
坂
麻
衣

１
︲
２
担
任

大
友
希
望

道志小学校道志小学校道志小学校道志小学校道志小学校

校
長

加
藤
一
雄

教
頭

田
邊
和
夫

４
年
担
任

三
井
康
嗣

６
年
担
任

梶
原
拓
也

５
年
担
任

佐
藤
龍
文

教
務
主
任

佐
藤
大
輔

校
長

梶
原
正
史

教
頭

渡
邊
久
幸

教
務
主
任

名
取
明
子

２
年
主
任
・
担
任

小
池
と
し
み



問
合
せ

産
業
振
興
課
 
☎
52
︲
２
１
１
４

■
チ
ェ
ン
ソ
ー
・
刈
払
機

講
習
会
受
講
者
募
集

本
年
度
も
、
道
志
村
役
場
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
道
志
・
森
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
共
催

で
、
講
習
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

※
女
性
の
方
歓
迎
し
ま
す
。

◎
チ
ェ
ン
ソ
ー
取
扱
特
別
教
育
講
習
会

日
 
時
 
５
月
13
日
︵
月
︶・
14
日
︵
火
︶

８
時
30
分
～
 

場
 
所
 
善
之
木
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー

受
講
料
 
村
民
負
担
８
，
０
０
０
円

◎
刈
払
機
取
扱
安
全
衛
生
教
育
講
習
会

日
 
時
 
５
月
23
日
︵
木
︶

８
時
30
分
～

場
 
所
 
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー

受
講
料
 
村
民
負
担
６
、
０
０
０
円

◆
申
込
に
関
す
る
問
合
せ

５
月
７
日
︵
火
︶
～
10
日
︵
金
︶
の
間

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
 
道
志
・
森
づ
く
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク

☎
56
︲
７
２
６
６

（13）

接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
法
律

に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

必
ず
予
防
注
射
を
受
け
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
個
別
に
予
防
注
射
を
受
け
た
際

は
、領
収
証
を
持
参
し
、役
場
住
民
健
康
課

ま
で
お
越
し
下
さ
い
。
注
射
済
票
を
交
付

い
た
し
ま
す
。︵
交
付
手
数
料
と
し
て
、
１

件
当
た
り
５
５
０
円
必
要
で
す
︶

尚
、
既
に
個
別
の
接
種
が
済
ん
で
い
る

方
や
、
犬
の
死
亡
等
の
理
由
に
よ
り
既
に

飼
っ
て
い
な
い
場
合
は
必
ず
役
場
ま
で
ご

連
絡
下
さ
い
。

◆
お
問
合
せ

住
民
健
康
課
 
☎
52
︲
２
１
１
３

■
特
設
人
権
相
談
所
の
開
設

あ
な
た
の
悩
み
を
人
権
擁
護
委
員
に
相

談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

︻
特
設
人
権
相
談
所
開
設
日
︼

開
設
日
 
６
月
３
日
︵
月
︶

︵
人
権
擁
護
委
員
の
日
︶

12
月
４
日
︵
水
︶

︵
第
65
回
人
権
週
間
︶

場
 
所
 
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー

時
 
間
 
10
時
～
12
時
ま
で

◆
お
問
合
せ

住
民
健
康
課
 
☎
52
︲
２
１
１
３

募
　
集

お 知 ら せくらしの情報 お 知 ら せお 知 ら せ
■
５
月
の
つ
ぼ
み
っ
こ
く
ら
ぶ

◎
食
事
を
意
識
し
、
健
康
づ
く
り
！

日
時
 
５
月
14
日
︵
火
︶

10
時
～
14
時

場
所
 
馬
場
﹁
つ
ど
い
の
家
﹂

講
師
 
古
谷
け
い
子
栄
養
士

内
容
 
﹁
離
乳
食
・
幼
児
の
食
事
﹂

＊
育
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
い
ま
す
の
で
 

気
軽
に
お
出
で
下
さ
い
！

◎
病
気
の
予
防
を
し
ま
し
ょ
う
！

日
時
 
５
月
28
日
︵
火
︶

13
時
30
分
～

場
所
 
善
の
木
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

﹁
い
こ
い
﹂

内
容
 
予
防
接
種
ワ
ク
チ
ン
の
話

そ
の
他
、
病
気
の
予
防
に
つ
い
て

講
師
 
診
療
所
医
師
 
山
崎
玄
蔵

＊
お
子
さ
ん
を
病
気
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
！

◆
お
問
合
せ

住
民
健
康
課
 
保
健
師
︵
伯
耆
︶

☎
52
︲
２
１
１
３

■
狂
犬
病
予
防
注
射

未
接
種
の
方
へ
の
お
知
ら
せ

去
る
、平
成
25
年
４
月
11
日︵
木
︶に
各

地
区
を
訪
問
し
、
集
合
注
射
を
実
施
し
ま

し
た
が
、
当
日
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
個
別
に
予
防

■
道
志
村
ク
ラ
フ
ト
フ
ェ
ア

～
 
２
０
１
３
 
春
 
～

主
に
道
志
村
で
活
動
す
る
ク
ラ
フ
ト
マ

ン
達
が
自
慢
の
作
品
を
出
展
し
ま
す
。
木

の
ぬ
く
も
り
が
感
じ
ら
れ
る
テ
ー
ブ
ル
や

椅
子
な
ど
の
木
工
品
、
薪
や
電
気
で
焼
き

上
げ
た
ア
ロ
マ
ポ
ッ
ト
や
食
器
な
ど
の
陶

芸
品
、
麻
１
０
０
％
の
洋
服
・
ハ
ワ
イ
ア

ン
キ
ル
ト
の
バ
ッ
ク
・
古
い
着
物
を
リ
メ

イ
ク
し
た
小
物
な
ど
の
手
芸
品
や
、
様
々

な
作
品
が
出
展
さ
れ
ま
す
。
芝
生
広
場
で

の
ん
び
り
、
道
志
村
の
ク
ラ
フ
ト
に
触
れ

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？

開
催
日
 
５
月
18
日
、
19
日
 

時
 
間
 
９
時
～
16
時

場
 
所
 
道
の
駅
ど
う
し
芝
生
広
場

◆
お
問
合
せ

産
業
振
興
課
 
☎
52
︲
２
１
１
４

■
道
志
村
農
業
振
興
地
域
整
備

計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て

よ
り
良
い
農
業
環
境
の
整
備
を
促
進
す

る
た
め
に
、
村
で
は
平
成
25
年
度
に
道
志

村
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
見
直
し
を

行
い
ま
す
。
見
直
し
に
つ
い
て
の
ご
意

見
・
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
５
月
20
日

ま
で
に
産
業
振
興
課
に
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。

子
育
て

ペ
ッ
ト

相
　
談

イ
ベ
ン
ト

農
　
業
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お 知 ら せくらしの情報 お 知 ら せお 知 ら せ

任
期
満
了
に
よ
る
消
防
団
役
員
改
選
で
、
全
消
防
団

員
の
推
薦
に
よ
り
第
28
代
道
志
村
消
防
団
団
長
に
山
口

栄
一
氏
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
か
ら
の
消
防
団
新
役
員
は
次
の
と
お
り

で
す
。

団
　
長
　
山
口
　
栄
一

副
団
長
　
北
浦
　
　
晋

〃
　
　
山
口
　
　
元

〃
　
　
山
口
　
時
彦

〃
　
　
佐
藤
　
忠
男

今
年
度
も
、
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
が
作
品
づ

く
り
を
通
し
、
身
体
・
精
神
的
機
能
低
下
を
予

防
し
、明
る
く
、楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
教
室
を

開
催
い
た
し
ま
す
。
送
迎
も
し
ま
す
の
で
ご
参

加
下
さ
い
！！

対
 
象
 
村
内
に
住
所
を
有
す
る
65
歳
以
上

の
人

日
 
程

合
計
13
日
間
︵
＊
内
容
は
随
時
変
更
有
︶

時
 
間

13
時
30
～
15
時
30
分
︵
予
定
︶
 

※
調
理
の
時
は
午
前
10
時
～
14
時

場
 
所

や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー
等

講
 
師

古
屋
・
藤
原
・
久
保
田
・
古
賀
等

参
加
費

初
回
に
２
，
０
０
０
円

︵
内
容
に
よ
り
随
時
徴
収
有
り
︶

活
き
活
き
作
品
教
室
の

参
加
者
募
集

日 程 内    容
6月 12日 籐細工
6月 26日 苔玉造り
7月 10日 花炭造り：みなもと体験館
7月 24日 調理「夏野菜を使って」
8月 7 日 竹細工準備
8月 21日 竹細工
8月 28日 ＊村外教室
9月 11日 紙粘土
9月 25日 紙粘土

10月 9 日 紙粘土
10月 23日 クラフト細工
11月 13日 クラフト細工
11月 27日 クリスマス飾り、反省会

平成25年度

普段、自然の中で音楽を聴く機会はないもので

すが、新緑の色ます季節に素敵なひと時を過ごし

てみませんか。ご来場をお待ちしております。

春の五感の集い
～ 春 の 調 べ　～

【フォルクローレの演奏】

出演者  グルーポ・モンターニャス

日 時 ５月 11 日（土）午後１時

場 所 農村公園（道志の湯前）

※雨天時やまゆりセンター

入場料 無料

◆問合わせ 教育委員会 ☎５２‐１０２０

※グルーポ・モンターニャスは、平成７年に
山梨県考古博物館で「風土記の丘コンサート」
の依頼を受けたのが始まりです。山梨県を中
心に活動するフォルクローレグループです。

２
年
間
の
任
期
を
満
了
し
た
出
羽
前
団
長
を
始
め
と

す
る
前
役
員
の
皆
様
お
疲
れ
様
で
し
た
。
今
後
も
ご
指

導
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

消防団長に
山口 栄一 氏

第
一
分
団
長

出
羽
　
芳
正

第
二
分
団
長

佐
藤
　
利
一

第
三
分
団
長

杉
本
　
長
仁

第
四
分
団
長

加
藤
　
　
晃
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４月２２日（月） やまゆりセンター
元気で生き生きと生活していただくために、７０歳以上の方を対象に介護予防教室を実
施しました。６０名ほどの参加者があり、教室の講師は渡辺ますみさん。今回は家庭でも
身近にある、ペットボトルとストローでぶくぶくうがいを行い、口腔内の健康に関心を持
ってもらう運動でした。参加者のほとんどの方は２０秒以上うがいができることにスタッ
フ一同関心しました。午後の部では浜ちゃん体操教室で行っている健康体操を２曲紹介
し、教室参加を呼びかけました。会場のみなさんといっしょに踊ることで楽しい時間を過
ごせました。

ふれあいサロンで介護予防教室を実施しました

昨年２４戦連続無敗というＪ２新記録を記録し、Ｊリーグ１部（Ｊ１）に昇格を決めた
ヴァンフォーレ甲府イレブンは私たちに多くの夢と感動を与えてくれました。
ホームタウンである道志村のみなさんの応援の力を借りる為に、ヴァンくんからホームタ
ウンである道志村に招待チケットが贈られました。
当日は、道志村の子供たちもピッチへ入場する選手と一緒に入場します。みなさんもぜひ
会場まで足を運んでいただき、一緒にスタジアムをブルーに染めましょう！
なお、試合日程は次のとおりです。

日  時 平成２５年５ 月２５ 日（日）
１２時 開門  １４時 キックオフ

場  所 小瀬陸上競技場（山梨中銀スタジアム）
アウェイ側ホーム自由席（ゴール裏）

対戦相手 大宮アルディージャ

チケットの配布及び問合わせ先
道志村教育委員会  ☎５２―１０２０

ヴァンフォーレ甲府 <道志村> ホームタウンサンクスデー

家庭にある身近なペットボトルで健康
維持!! 健康はまず『くち』からです!!

『さぁ、みんな大きく手を広げて!!』
深呼吸でいい空気を吸い込みましょう!!!
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山のところどころに色づく
ヤマブキ
山に春の音を届けます

山のところどころに色づく
ヤマブキ
山に春の音を届けます

野原地区の蓮華草
桃色のじゅうたんになぁれ
野原地区の蓮華草
桃色のじゅうたんになぁれ

大室指地区から見た七滝大室指地区から見た七滝

春のおとづれ
つくしが背比べ
春のおとづれ
つくしが背比べ

野原地区国道沿いの桜
来村者を迎えます
野原地区国道沿いの桜
来村者を迎えます

久保のつり橋からみた道志川
新緑の季節です。
久保のつり橋からみた道志川
新緑の季節です。

食
べ
る
事
が
大
好
き
！

︵
お
い
し
い
よ
♥
︶


